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私は、Mastercardで私たちが行っている仕事
に、そして、その在り方に誇りを持っています。
倫理的に責任を持って行動することは、正し
いことであり、ビジネスを行うための正しい方
法でもあります。

また、共に仕事をしていく中で、仕事をどのよ
うに行うか、どのようにお互いを支え合ってい
くかということが、同じように重要であること
を、私たち全員が忘れてはならないと思いま
す。私たち全員が、Mastercardのためになすこ
とすべてにおいて、良識をその指針とすべきな
のです。

私たちが、良識、説明責任、誠実性という当社
の企業文化を構築し続けていくために、これ
からも是非、皆様のご協力をお願いいたしま
す。これには、不適切、非倫理的、または違法
と思われる行為があると疑われる場合に、た
めらわずに発言することが含まれます。当社で
は、これらの勇気ある発言への報復行為は容
認されません。 

行動規範をよく読んで理解していただき
Mastercardで遂行する職務のあらゆる場 
面で業務の一部として役立ててください。当
社の評判は皆さんの協力にかかっています。

— Michael
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本行動規範はMastercardの倫理＆コンプ
ライアンスシステムの基礎を成すものであ
り、行動および企業倫理の原則を規定しま
す。取締役会のメンバーとして、私たちは本
規範を支持し、全面的に支援します。誠実
性、良識、信頼、個人の説明責任に基づいた
Mastercardの文化は私たちの誇りであり、誠
実に行動するうえで本規範が指針として役立
つことを願っています。

Mastercard
取締役会から
のメッセージ
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THE MASTERCARD WAY | PRINCIPLES AND HABITS

Decency   •   Inclusion   •   Force for good

Create value Move fastGrow together
Think big and bold

Innovate with intention
Deliver scalable solutions

Say what you mean
Bring in different perspectives

Help each other be great

Prioritize what matters
Learn and pivot

Own the outcome

Do the right thing

With our customers and each other

行動規範

MastercardのビジョンとThe Mastercard Way

Mastercardのビジョンは、経済を活性化し、人々に力を与え、誰もが豊かになる持続可能な経済を構築するという、
私たちが日々行っている仕事を大局的に見るものです。

Mastercardは、決済の拡大、サービスの拡張、新しいネットワークの活用といった戦略的な優先事項に焦点を当てる
ことで、このビジョンを達成しています。Mastercardのビジョンと戦略は、目指す方向性を明確に示すものです。その
ための方法が、The Mastercard Wayです。

The Mastercard Wayは、Mastercardの企業文化、つまり、どのように働き、なぜそのように働くのかを示す声明で
す。The Mastercard Wayは、価値を創造し、共に成長し、素早く行動する、という3つの原則で構成されています。こ
れらの原則は、組織として何を目指すのか、どのように協業し、そしてお客様とお互いのためにどのように成果を上げる
のかを説明するものです。

価値を創造する
大きく大胆に考える 

意思を持って革新を起こす 
拡張可能なソリューションを提供する

共に成長する
自らの意図を説明する 

さまざまな視点を取り入れる 
素晴らしい成果を出すために助け合

素早く行動する
重要なことを優先させる 

学び、方向転換する 
結果に責任を持つ

良識 • 包括性 • 社会をよくするための力

正しいことをする

お客様と、そしてお互いに

THE MASTERCARD WAY  I  原則と習慣 
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行動規範
本行動規範の 
適用対象

説明責任の文化

当社の行動規範は、以下を始めとするMastercardで働く全員に
適用されます。

• 	世界中のMastercardの社員（被買収企業および子会社を含む）
• 	Mastercard取締役会メンバー（取締役としての立場で行動する場合）
• 	Mastercardの派遣社員（Mastercardに代わって行動する場合）

行動規範およびMastercardの関連方針で説明されている基準や手順に従うことは、当社での雇用を
継続していくために必要な条件です。当社の行動規範は雇用契約ではなく、特定の雇用権利を伝達
したり特定期間の雇用を保証したりするものではありません。

本規範に関する質問はいつでも、法務部の弁護士に相談することが奨励されています。ただし、法務
部の弁護士は当社の代理であり、あなたの代理を務めるものではないことを忘れないでください。こ
のような状況の下、彼らは共有された情報を合理的に可能な範囲で機密に扱うよう努めますが、その
会話の開示を決定できるのは当社のみです。

十分な知識を得る 

本行動規範職責に関連するそ
の他の企業方針をよくお読み
ください。

本規範ならびにその他の企業
方針を、自らの業務にどう適用
するか理解してください。

質問してください。本規範に関
する質問がある場合、マネージ	
ャー、チーフコンプライアンス
オフィサー、グローバル倫理＆
コンプライアンスチームのメ
ンバー、ゼネラルカウンセルも
しくは法務部弁護士、ピープル
ビジネスパートナー、または従
業員関係に尋ねることはあな
たの責任となります。その他の
企業方針に関して質問がある
場合は、マネージャーまたは方
針所有者にお尋ねください。
各方針の責任者を確認するに
は、ハブにあるMastercardの
方針サイトをご覧ください。

責任を果たす

誠実さはあなたから始まります。
あなたの行動はすべて、法律、
本規範、およびその他の企業方
針に準拠していなければなりま
せん。

コンプライアンストレーニングを
速やかに修了して、各自の責任
について理解しましょう。また、
毎年規範の条項を見直し、遵守
することを証明する義務があり
ます。

誠実性、公平性、透明性は当社が
ビジネスを行う上で中核となるも
のです。

報復を恐れることなく率直に	
意見を延べ、問題を提起してくだ
さい。

調査への協力を依頼されたら、
迅速かつ誠実に応じてくださ
い。

Mastercardでの職務に直接また
は間接的に関連する規制当局、
法執行機関、または外部の弁護
士から、勤務中であるかどうか	
にかかわらず、口頭または書面	
（召喚状など）で連絡を受けた
場合、この連絡を速やかに法務
部の弁護士に報告しなければな
りません。あなたの職務もしくは
Mastercardのビジネスに関連す
る情報は法務部の書面による事
前承認なく共有することはでき
ません*。

本規範を順守する 

Mastercardは正しい方法で
ビジネスを遂行することに尽
力しており、法律、本規範、ま
たはその他の企業方針に対
する違反は解雇、報酬および
手当の没収および/または回
収、ならびにMastercardが利
用できるその他の適切な救
済措置を含む処罰の対象と
なります。

懲戒処分の対象となる例
	• 法律、本規範、またはその他
の企業方針に違反する、
もしくは他の人に違反するよ
う求める

	• 既知の、または疑わしい違反
を報告しないでおく

	• 倫理的な問題や、法律、
本規範、またはその他の
企業方針に対する違反の
疑いを報告した人物に
対して報復する

	• 法律、本規範、またはその他
の企業方針を遵守する目的
での、リーダーシップの発揮
や努力を怠る

	• 故意に虚偽の申し立てを
行う

•調査において全面的な協力
を怠る

本規範の規定に対する例外
は、チーフコンプライアンス
オフィサーおよびゼネラルカ
ウンセル、またある特定の状
況では取締役会からの事前
の書面による承認が必要とな
ります。取締役または執行役
員に関する例外は、取締役会
またはその委任を受けた委員
会によってのみ承認されるこ
とができます。適用法に従っ
て、認められた例外はいずれ
も速やかに開示されます。

* これは、法律で認められた適切な政府機関に不正行為を報告することを妨げるものではないことにご留意ください。
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行動規範
率直な意見 各自が率直に意見を述べることに責任を持ちます。

当社の方針
皆さんには、特に倫理的な問題や、法律上問題となりうる事柄に関して、意見を述べる権利および責任
があります。質問をしたり懸念事項を報告したりすることで、Mastercardならびにあなた自身を守ること
になります。Mastercardは、非倫理的行動や違法行為に関するすべての報告を調査します。 
あなたの責任
法律、本規範、またはその他の企業方針に対する違反が疑われる場合、または違反がわかった場合は
速やかに報告してください。
報告方法
報告は以下のいずれの経路からでも行えます。
• あなたの上司
• チーフコンプライアンスオフィサー
• グローバル倫理＆コンプライアンスチームのメンバー
• 地域コンプライアンスリーダー
• ゼネラルカウンセル
• 法務部の弁護士
• 従業員関係
• あなたのピープルビジネスパートナー 
• 匿名で報告できる倫理ヘルプライン（法律で認められている場合）*。国別のダイヤル方法について、

またはウェブベースのレポートツールを通じて報告するには、mastercard.ethicspoint.com をご覧く
ださい。

すべての報告は、その状況下で合理的に可能な範囲で機密事項として扱われます。 

報復の禁止
• Mastercardは、適用法や規制、本規範、またはその他の企業方針の違反の疑いに関してあなたが意

見を述べたり調査に協力したりすることへの、報復の脅し、試み、実際の行為を一切容認しません。
• 合理的な確信に基づいて問題を報告する社員に対する報復は、それ自体が当社規範の違反行為であ

り、報告される必要があります。
*現地のプライバシー保護法やデータ保護法により、倫理ヘルプラインの利用に制限が課せられること
があります。

内部告発者方針は問題を
提起する社員を保護するも
のです。この方針は、法律違
反の疑いや、当文書に記載
されているその他の受け入
れ難い行為の報告が、適切
に対処され、匿名で行われ
ることができるよう、取締
役会の監査委員会によっ
て制定されました。 

違反行為の報告を受け取
った弁護士またはピープル
ビジネスパートナーは、そ
の問題をグローバル倫理＆
コンプライアンスチームま
たは従業員関係（ER）に
迅速に報告する必要があ
ります。これを怠ることは
本規範に対する違反とな
ります。

率直に意見するべき状況とは？ 
これらの質問のいずれかに
対する答えが「はい」または
「たぶん」の場合は率直に
意見を述べるべきです。 
懸念事項を提起する前にす
べての情報を揃える必要は
ありません。疑わしいと思っ
たら、ためらわずに話してく
ださい。

その行為は、法律、本規範、またはその他の企
業方針に違反しているかもしれないと思うか？

その行為は、不正、非倫理的、または違法で
あるか？

その行為は、Mastercardの評判を傷つけ
かねないか？

その行為は、同僚、顧客、投資家など、 
他の人に損害を与えかねないか？
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行動規範
マネージャーの責任 模範となって指導する

あなたは手本となる存在です。マネ
ージャーには、模範を示すことで指
導すること、そして皆に本規範を守
ろうという意欲を起こさせることが期
待されます。

誠実さの欠如や、法律、本規範、
またはその他の企業方針に対する
違反を正当化すること（例：「最終
的利益」を向上させるため」）は認
められません。

倫理に反する行為を決して無視し
ないでください。

適切な雰囲気作り
企業倫理および誠実さの重要性
をオープンに話し合いましょう。

倫理的な問題に関して率直な話
し合いを奨励するような、良識、説
明責任、およびコンプライアンスの文
化を育成し維持しましょう。

違反行為の可能性について社員
が質問や問題提起をしたときは、
いかなる判断や意見を表すことなく
耳を傾けましょう。

報復を容認してはなりません。指
導者として、率直に意見を述べるこ
とに対する報復は断固として容認
してはいけません。

問題の上申 
問題が起きた場合は、適切なルート
で速やかに上層部に報告してくださ
い。マネージャーとして、あなたは報告
プロセスにおける重要な部分を担って
います。

気付いた違反行為はすべて、以下の
ルートで上層部に報告する必要があ
ります。
• チーフコンプライアンスオフィサー

• グローバル倫理＆コンプライアンス
チームのメンバー

• 地域コンプライアンスリーダー

• ゼネラルカウンセル

• 法務部の弁護士

• 従業員関係

• あなたのピープルビジネスパートナー

お互いを尊重しあう

当社の方針
当社は、違法な差別、ハラスメント
や報復のない、インクルーシブな職
場環境の開発と確保に世界中で
取り組んでいます。

当社は、雇用および昇進機会は、
職務資格や業績のみに基づいて
決定されなければならないと考え
ます。

全社員に均等な機会を提供しま
す。以下の理由で差別を行うこと
なく、適格な人材の募集、採用、
教育、昇進を行います。
• 年齢
• 外国人であること、または市民
権の有無

• 肌の色、民族性、信条、人種、
祖先、出身国

• 身体障害
• 性別、性認識、性表現
• 遺伝情報
• 配偶者の有無、家族構成（
適用法で定義・認識されてい
る同性関係および同成婚を
含む）

• 宗教
• 性（妊娠、出産、授乳を含む）
• 性的指向
• 退役軍人または軍人
• 法的に保護されているその他
の特徴

あなたの責任
思いやりと尊敬の念を持つこと。 
Mastercardの誰に対しても、 
個人的特徴に基づいて別扱いし 
たり、共に働くことや協力することを 
拒んだりしてはなりません。 

毎日私たちは、インクルーシブな文 
化を築き上げるために努力してい 
ます。以下を含む、社員やビジネ 
スパートナーによる差別、ハラスメン
ト、報復は容認されません。
• セクシャルハラスメント
• 品位を傷つける、または
攻撃的な発言や冗談

• いじめ

• 暴力、威嚇、脅し

Mastercardの全社員には、公平にかつ良識と敬意、尊厳をもって 
待遇される権利があります。

Mastercardの 従業員方針
（People Policies）を確認してく
ださい。この行動規範に従って扱わ
れていないと感じる場合は、ピープ
ルビジネスパートナー、従業員関係
の職員、または法務部の弁護士に
連絡してください。

人権 
Mastercardは人権の尊重と
促進に尽力しています。これ
は、私たちが人として持つ基
本的な良識に従ってすべての
ことを行わなければならないと
いう、当社の信念に基づいて
います。良識の社風を形作
り、その原動力となるのは当
社の社員です。そして社員は
その良識を用いて、何をすべ
きか、そしてさらに重要なこと
には、それをどのように行うか
を判断します。当社のサプラ
イヤー行動規範では、サプラ
イヤーが責任ある倫理的な
方法で業務を遂行すること
が義務付けられており、これ
には、強制労働を使用しな
いこと、人権の保護と保全に
尽力することが含まれます。
詳細については、当社の人
権に関する声明（Human
Rights Statement）、現
代労働および人身売買に関
する声明（Modern Slavery
and Human Trafficking
Statement）、およびサプラ
イヤー行動規範を参照してく
ださい。

3

質問や懸念事項の報告は、倫理ヘルプラインを通じて行ってください。国別のダイヤル方法については、www.mastercard.ethicspoint.comを参照してください。ウェブベースの報告を行うこともできます。 
©2025 Mastercard.All rights reserved. 

https://www.mastercard.com/global/en/vision/corp-responsibility/human-rights-statement.html


行動規範
利益相反を 
回避すること

利益相反とは？利益相反と
は、利益が競合していること
により決断の誠実性が損なわ
れてしまう、または損なわれて
いるように見える場合、また
はMastercardでの職責の妨げ
となる可能性がある場合に起
こります。たとえば、あなたが
社外で有償の仕事を引き受け
たいと考えているとします。そ
の場合、雇用主となるかもし
れない会社の製品・サービス
がMastercardの製品・サービ
スと競合していれば、利益相
反が存在する可能性がありま
す。VIVOエクスプレスを利用し
てそのような機会を開示し、
承認を待ってください。	

開示が義務付けられています。 
利益相反があることは必ずし
も規範違反ではありません
が、開示を怠ると違反となり
ます。

公開会社の取締役会または 
諮問委員会に参加する場合は 
オンラインツールを使って開
示する必要があり、最高経営
責任者の承認を待つ必要があ
ります。最高責任者による検
討はビジネス行動部門によっ
て進められます。

私たちは、各自が常にMastercardの利益を最優先にして行動す
る義務がありますが、価値あるものを授受する際は特に注意が
必要です。 

当社の方針
あなたの意図、判断、誠実性、客観性が疑われるような状況は避けてください。利益相反であるとい
う印象を与えるだけでも、実際の相反と同様のダメージをあなたの評判ならびにMastercardの評判
に与えます。

あなたの責任
すべての利益相反またはその可能性について、VIVOエクスプレス（バリューイン・バリューアウト開示＆
事前承認ツール）を使用して速やかに承認リクエストを提出してください。承認を待ってから事を進
めてください。ガイダンスの詳細については、利益相反ガイドライン（Conflicts	of	Interest	
Guidelines）を参照してください。

利益相反をもたらす可能性のある状況：

社外で収入を得る機会を望んでいる当社の利益相反ガイドライン（Conflicts	
of	 Interest	 Guidelines）および腐敗行為
防止方針（Anti-Corruption	Policy）に価
値あるものと定義されている物品やサー
ビスなどを他者から提供される、または
他の誰かに提供したい

親類縁者、もしくは個人的に密接な関係
を持つ人との取引、またはそのような人
の雇用	

第三者によって旅行の費用が	
支払われる

Mastercardの同僚同士が密接な個人
的関係にあるが、直属の上下関係に
ある場合、または利益相反が実際に
存在するもしくは存在すると見られて
いる場合。詳細については、縁故採用
に関する方針（Nepotism	Policy）お
よび利益相反ガイドライン（Conflicts	
of	Interest	Guidelines）を参照してく
ださい。

自身や家族、親しい友人がMastercard
の顧客、ビジネスパートナー、または	
ベンダーにより金銭的利益を得る機会を
与えられる

たとえ無償の役職であっても、組織	
（非営利組織を含む）の取締役会また
は諮問委員会に参加すること。

Mastercardの競合会社、あるいは
Mastercardと取引があるまたはそれを	
望んでいる事業体との金銭的利害関係
の保持を望んでいる

家族がMastercardの競合他社に雇用さ
れている場合、またはMastercardの競合
他社と取引をしている、もしくは取引を
求めている場合

Mastercardの利害と競合する、または	
競合しているように見えることを行う

質問や懸念事項の報告は、倫理ヘルプラインを通じて行ってください。国別のダイヤル方法については、www.mastercard.ethicspoint.comを参照してください。ウェブベースの報告を行うこともできます。 
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行動規範
腐敗行為防止 当社は、最高水準の企業倫理を維持し、贈収賄を防止することに

尽力しています。

当社の方針
当社は、取引を不正に獲得または維持したり、不適切な優位性を確保したり、不正に行動するよう影響を
与えたりするために、金銭や価値あるものを誰かに提案、約束、または贈与することはしません。また、
直接間接を問わず、賄賂、報酬、またはその他の不正な利益を、Mastercardによって予定されるもしくは
締結される取引と関連付けて勧誘する、受理する、または受理しようとしてもいけません。

私たちは、不正と見られるような状況を生む活動に携わりません。

自分たちでは取れない行動を、第三者を使って行うことはしません。第三者がMastercardの代わりに違
法な支払いや腐敗行為を行うかもしれないという「危険信号」を無視しません。

会計帳簿および取引記録を維持します。取引の規模に関わらず、当社の資金がどのように使われている
かを公正かつ正確に把握します。

あなたの責任
本規範の対象となるすべての個人は、当社の腐敗行為防止方針（Anti-Corruption	Policy）ならびに関連
手順について理解する責任があります。この方針では、特定の支払い、第三者、事業活動、利益相反、お
よび記録管理の適切な方法について説明しています。

支払い	不適切な影響または報酬を与える目的で、直接的または間接的に、金銭や価値あ
るものを誰かに約束、許可、贈与しないでください。ファシリテーション	ペイメント	
（行政サービスの円滑化を図るための支払い）は禁じられています。

第三者	すべての第三者は必ず、その行為がMastercardの高水準の企業倫理に合致し、その
サービスと請求書が契約に一致することを確実にするため、契約の前に適切に評価され、
正式に雇われ、監視されます。

事業活動	ビジネス上の意思決定に不適切な影響または報酬を与える目的で、顧客や見込
み客、Mastercardの監視を行う政府の規制当局に対し、ビジネス上のもてなし、食事、ギフ
ト、慈善事業への寄付、候補者の採用、または価値あるものを提供してはいけません。

利益相反	Mastercardでの任務において下す判断により、個人的に利益を得ることになる
ような状況を避けてください。既存の顧客、見込み客や見込みベンダーとの間に進行中の
取引がある間は、価値あるものが提供または享受されるような状況に気を配ってくださ
い。

記録管理 Mastercardの会計帳簿に、各取引を真実かつ正確に記録してください。会社資
産の会計報告および配布に関する会社の内部統制を回避してはなりません。	

質問をし、懸念事項を報告 
してください。マネージャー、
チーフコンプライアンスオフィ
サー、グローバル倫理＆コンプ
ライアンス調査チームのメン
バー、地域コンプライアンスリ	
ーダー、ゼネラルカウンセル、
法務部弁護士、従業員関係、
ピープルビジネスパートナー
に連絡するか、倫理ヘルプライ
ンを利用してください。

質問や懸念事項の報告は、倫理ヘルプラインを通じて行ってください。国別のダイヤル方法については、www.mastercard.ethicspoint.comを参照してください。ウェブベースの報告を行うこともできます。 
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行動規範
ビジネス上のもてなし、
食事、ギフト

ビジネス上のもてなし、食事、ギフトの贈与・受領に関して、適切
な判断を下します。
当社の方針
もてなし、食事、ギフトはビジネスにおいてはよく見られる行為で、世界各国の文化によって異なりま
す。しかしながら、不適切な意図を持って提供される場合や、贅沢すぎたり頻繁に行われたりする場
合、これらの行為は許可されません。また、贈収賄防止ならびに汚職防止の適用法に関与している場
合もあり、Mastercardおよびあなた自身を民事的・刑事的責任の対象にしかねません。これは特に、
政府関係者や、国有または国営の事業体における従業員（対象となる国家公務員）の利益のために
支払われる経費について当てはまります。

対象となる公務員が価値あるものを受け取らない場合でも、基準となる金額や禁じられる状況（進
行中の取引など）がある可能性がありますので注意してください。 

当社は、ビジネス上の客観的な意思決定を下す能力に影響を与えるまたは与えるように見える、ビジ
ネス上のもてなし、食事、ギフト、価値あるものを提供することは認めません。

あなたの責任

ビジネス上の意思決定に不適切な影響または報酬を与える目的で、価値ある 
ものを贈ることはしません。 

法に反する、もしくは当社のビジネス上のもてなし、食事、ギフトに関する手順
（Business Hospitality, Meals and Gifts Procedure）、利益相反ガイドライン
（Conflicts of Interest Guidelines）、または受け取る事業体の方針に違反する
価値あるものを贈ったり受け取ったりしないでください。

Mastercardは、腐敗行為防止方針（Anti-Corruption Policy）に従い、 
Mastercardの代わりに働く第三者が、取引を獲得または維持したり、 
Mastercardのために不適切な優位性を確保したりする目的で、直接間接を問わ
ず、ビジネス上のもてなし、食事、ギフトを含む価値あるものを誰かに贈ることを
固く禁じています。

本規範の対象となるすべての個人は、当社のビジネス上のもてなし、食事、 ギ
フトに関する手順（Business Hospitality, Meals and Gifts Procedure）、利益相
反ガイドライン（Conflicts of Interest Guidelines）、および企業慈善活動方針
（Corporate Philanthropy Policy）について理解し、該当する場合はVIVOエクス
プレス開示＆事前承認ツールを使う責任があります。

贈ったり受け取ったりした価値あるものは、当社の腐敗行為防止方針（Anti-
Corruption Policy）、ビジネス上のもてなし、食事、ギフトに関する手順
（Business Hospitality, Meals and Gifts Procedure）、利益相反ガイドライン
（Conflicts of Interest Guidelines）、グローバルトラベル＆エンターテイメントお
よびコーポレート・トラベル＆エンターテイメントカード方針（Global Travel & 
Entertainment and Corporate T&E Card Policy）、および企業慈善活動方針
（Corporate Philanthropy Policy）に従い、Mastercardの財務書類、会計帳簿、
取引記録に適切に文書化および記録してください。

ビジネス上のもてなしに
は、食事、旅行、イベント、
接待が含まれます。これら
は、当社の腐敗行為防止方
針（Anti-Corruption 
Policy）で定められる「価値
あるもの」の定義の範囲に
入ります。
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行動規範
関連当事者との取引

マネーロンダリング防止、
制裁措置、輸出規制 

Mastercardの取締役会および執行役員は、Mastercardへの義務
の遂行に支障をきたすことのないよう、特別な配慮が必要です。

当社は、マネーロンダリングやテロ資金供与を阻止し、制裁措置
および輸出規制に従います。

マネーロンダリングとは？マネ
ーロンダリングとは、違法な資
金を、合法的な資金源あるい
は取引によって入手したよう
に見せかけることによって「洗
浄」するプロセスです。

テロ資金供与とは？テロ資金
供与とは、資金源の合法性に
関わらず、テロリスト組織と関
連する個人に資金を提供する
ことです。

輸出規制とは？輸出規制と
は、ある国から別の国へ対象
となるハードウェア、ソフトウ
ェア、および技術情報を送る
能力に、制限がかけられたり
禁止されたりすることです。

制裁措置とは？経済的制裁と
は、個人、事業体、または法域
をグローバル経済から孤立あ
るいは排除するため、政府ま
たは国際機関によって課せら
れる金融規制です。

「関連当事者との取引」 
とは？ 
関連当事者との取引と
は、US	$120,000（負債また
は負債保証を含む）を超える
Mastercardが関与する取引
で、その「関連当事者」に直接
的または間接的に重要な利害
関係があった、もしくは将来あ
る取引のことです。

当社の方針
取締役および執行役員は、正直で倫理的
に、さらに誠実さをもって行動する義務が
あります。

取締役および執行役員は、「関連当事者と
の取引」を開示する必要があります。

取締役および執行役員の責任
関連当事者との取引はゼネラルカウンセル
に速やかに開示してください。
関連当事者との取引は、取締役会、または
3人以上の公平な取締役で構成されてい
る取締役委員会の一つによる承認または
許可なしに開始または続行してはいけま
せん。

当社の方針
私たちは、当社のプロダクト、サー
ビス、技術がマネーロンダリングや
テロ資金供与に使われるのを防ぐ
ことに配慮しています。

当社のプロダクトおよびサービス
が、制裁措置の対象となる個人や
事業体によって使用されることを
防ぎ、輸出管理規制を遵守するプ
ロセスを導入しています。

当社のグローバルマネーロンダリ
ング防止（Global	Anti-Money	
Laundering）、テロ資金対策およ
び経済制裁措置（Counter-
Terrorism	Financing	and	
Economic	Sanctions	Policy）	、
およびグローバル輸出管理コンプ
ライアンス方針（Global	Export	
Controls	Compliance	Policy）に	
ついて理解し、これに従うことが	
必要です。

あなたの責任
マネーロンダリング、テロ資金供

与、または適用される制裁措置や輸
出管理に違反する活動の可能性に
警戒してください。

合法的な資金源から得られた資金
を使う、合法的なビジネスを目的
とした、定評あるビジネスパートナ	
ーとのみ取引するようにしてくださ
い。

質問をし、懸念事項を報告してくだ
さい。質問がある場合、または誰か
がMastercardのプロダクトまたはシ
ステムをマネーロンダリングやテロ
資金供与に利用している、もしくは
制裁措置や輸出に基づく制限に違
反していることが分かった場合ま
たは疑わしい場合は、チーフコンプ
ライアンスオフィサー、地域コンプ
ライアンスリーダー、グローバル倫
理＆コンプライアンスチームのメン
バー、マネーロンダリング防止/制限
措置/輸出規制チームのメンバー、	
ゼネラルカウンセル、法務部弁護
士に連絡するか、倫理ヘルプライン
を利用してください。

「関連当事者」とは誰か？ 
「関連当事者」には以下が	
含まれます。
• 執行役員（会計検査官を除
く、セクション16の報告義務
の対象となる幹部）
• 取締役会メンバー
• Mastercardの証券を5％
以上所有している受益株主
• 上記いずれかの近親者
• 上記のいずれかにより実質
的に所有または管理されて
いる事業体	

質問や懸念事項の報告は、倫理ヘルプラインを通じて行ってください。国別のダイヤル方法については、www.mastercard.ethicspoint.comを参照してください。ウェブベースの報告を行うこともできます。 
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行動規範
誠実に成功を 
収めること

会計帳簿および 
取引記録 

当社は、誠実な企業競争を通して成功を収めることに力を 
注いでいます。
当社の方針
各社員は、Mastercardの顧客、サービスプロバイダー、サプライヤー、社員、および競合他社など、
当社の利害関係者全員を公平に扱うよう努力しなければなりません。	
私たちは、巧みな操作、隠匿、競合他社やその他の企業体の専有情報や機密情報の悪用、重要な
事実の虚偽陳述、不正な取引や慣習を通して、不当な優位性を得ることはしません。
私たちは適用される競争法を常に順守します。

詳細については反トラスト法および競争法に関する方針（Antitrust	and	Competition	Law	
Policy）を参照してください。

あなたの責任
当社のプロダクトやサービスを常に正確かつ誠実に売り込みます。

慎重に扱うべきビジネス情報を競合他社と話し合ってはなりません。また、競争上注意を要する	
情報が顧客の間で共有されるように手助してはしてはなりません。当社の競合他社と以下を行った
り、当社の顧客グループが以下を行ったりすることを手助けすることは、固く禁じられています。
• 価格設定または価格設定方針について話し合う
• 戦略的事業計画について話し合う
• 当社が販売しているプロダクトやサービスの価格や条件について同意する
• 市場、顧客、または地理的受け持ち地域を分け合うことに同意する
• 顧客、サプライヤー、または他の競合会社をボイコットすることに同意する
互いに競争を制限するために競合他社と合意を交わすことは、たとえそう見えるだけであっても
避けてください。
ごまかし、盗難、またはその他の違法なもしくは非倫理的な手段を用いて、当社の競争上注意を要
する機密の非公開情報を共有したり、競合他社から、または競合他社に関する競争上注意を要す
る機密の非公開情報を求めたりしてはいけません。

前の雇用主の機密情報や慎重に扱うべきビジネス情報を使用したり、それをMastercardと共有した
りしないでください。

会計帳簿や取引記録を誠実かつ正確に維持します。
当社の方針
私たちはMastercardの帳簿や記録が、取引実態を正確、公正、そして合理的に反映するようにする責任を
担っています。

故意に情報や活動を会社の書類や報告書で不正確に伝えることは、当社方針に対する重大な違反で、	
法律違反の可能性もあります。これはあなた個人や会社にとって、深刻な結果をもたらしかねません。

Mastercardの帳簿や記録は、当社の会計方針および社内管理要件に従わなければなりません。

あなたの責任
以下の行為は、固く禁止されています。
• 当社の業務記録の事実または情報を改ざん、省略、虚偽表示、変更、隠蔽する
• 当社の業務記録の事実または情報を改ざん、省略、虚偽表示、変更、隠蔽するよう、他人を促
すもしくは許可する

顧客、加盟店、ビジネスパートナー、またはベンダーが財務諸表で誤解を招くような結果を実現しようとし
ている（収入、収益、キャッシュフロー、貸借対照表、または別の方法のいずれかに関わらず）と思う場合、
いかなる取引も行ってはなりません。

以下の場合は、直ちに懸念事項
を倫理ヘルプラインを利用し
て報告するか、グローバル倫理
＆コンプライアンスチームのメ
ンバー、ゼネラルカウンセル事
務所、もしくは法務部の弁護
士に報告してください。
• 当社の帳簿や記録が、詐欺

的、不正確、または不完全な
形で維持されていると疑わ
れる場合 

• Mastercardの財務情報を変
更、改ざん、または虚偽表示
するよう圧力をかけられて
いると感じる場合 

• 第三者が誤解を招くもしく
は虚偽の決算を立てるため
にMastercardを利用しよう
としていると思われる場合 

事業者団体や業界団体、ある
いはその他合法な競合他社と
のビジネスに関する戦略的議
論への参加は、独自のリスクを
呈するものであり、事前に法務
部門から承認を得る必要があ
ります。

質問や懸念事項の報告は、倫理ヘルプラインを通じて行ってください。国別のダイヤル方法については、www.mastercard.ethicspoint.comを参照してください。ウェブベースの報告を行うこともできます。 
©2025 Mastercard.All rights reserved. 



行動規範

会社資産の保護

あなたの責任
• 知的財産方針（Intellectual	Property	Policy）を理解し、これに従
う

• 当社の資産および情報を守る責任を負う

• Mastercardおよび当社が不正な使用または開示からの守秘義務を負う外部当事者の機密情報、
専有情報、競争上注意を要する情報を保護する*

• 顧客データを扱う際は、常に顧客との契約を順守する

政治活動 政治プロセスには責任をもって倫理的に関与します。

当社の方針
Mastercardは、当社の政治活動に関連して、すべての適用法や規制を遵守します。

Mastercardが関与する政治活動は、会社ならびに当社が事業を展開している地域社会の最善の利益の
みに基づいたもので、会社役員や幹部の個人的な政治的嗜好によるものではありません。

Mastercardでは、合法であり、Mastercardにおけるあなたの立場と衝突しない限り、社員が各自の自由
時間を使って市民活動や慈善活動、政治活動に参加することを奨励しています。ただし、政治活動また
は市民活動に参加する場合は、Mastercardの代表としてではなく一市民として参加することになります。

あなたの責任
企業による政治献金や支出には、公共政策担当EVPからの事前の書面による承認が必要です。

個人の政治活動に対してMastercardの資金を使ったり、立替経費として会社に精算を要求したりしない
でください。

社外の市民活動や政治活動と、Mastercardでのあなたの立場の間にも利益相反が発生する可能性が利
益相反あることに気をつけてください。

当社の政治参加、ロビー活動、および政治献金に関する方針（Political	Participation,	Lobbying	and	
Contributions	Policy）および政治活動および公共政策に関する声明（Political	Activity	and	Public	
Policy	Statement）を理解し、これに従ってください。

当社の有形および無形資産を保護します。

当社の方針
情報は注意して取り扱います。Mastercard、その顧客、サプライヤー、ビジネスパートナー、第三者に
関する機密情報、競争上注意を要する情報、専有情報、または契約によりMastercardが非公開を義
務付けられている情報などを入手することもあります。そのような情報は、Mastercardが公開する権
利を有している、またはすでに公開済みであると分かっている場合を除いて、機密情報として取り扱
われなければなりません。

私たちは、当社の知的財産およびその他の専有情報を入念に保護しており、また、他者の有効な知的
財産権も尊重します。

Mastercardは、あなたがその雇用に関連して、または会社の就業時間やリソースを使用している間に
創造・開発するあらゆる情報、アイデア、革新に対するすべての知的財産権の単独の所有者であり、	
必要であれば、あなたはこの所有権を認めるのに必要な文書に署名することになります。

MastercardのシステムおよびMastercardが用意する電子デバイスは、主にビジネスでの利用を対象と
しています。制限された適切な個人的利用は容認されていますが、あなたの仕事を妨げることなく会社
の方針や基準に違反しないということが前提となっています。詳細については、当社の許可される利用
と責任規範（Acceptable	Use	and	Responsibilities	Standard）をご覧ください。

知的財産とは？知的財産に
は、当社の商標、企業秘密、
著作権、ドメイン名、特許が	
含まれます。

専有情報とは？	
財務データ、マーケティング計
画および戦略計画、企業秘密
などの、機密で公表されてい
ない情報のことです。

*本行動規範の内容は、賃金、福利厚生、その他の雇用条件についてMastercardの社員やその他の第三者と通信したり、政府機関やその他の正式な機関に
よる調査への開示、請求、苦情の提出、協力、または参加を行ったりする権利など、法律によって保護される権利の行使を妨害、制限、または防止するもので
はありません。

質問や懸念事項の報告は、倫理ヘルプラインを通じて行ってください。国別のダイヤル方法については、www.mastercard.ethicspoint.comを参照してください。ウェブベースの報告を行うこともできます。 
©2025 Mastercard.All rights reserved. 



行動規範
会社資産の 
保護

情報を資産として 
保護する

Mastercardの情報資産を保護します。
当社の方針
私たちは、適用されるすべての法令を順守し、情報資産の適切な使用と保護を確実にすることで当社の
ブランドと評判を守ります。これには、Mastercardとその社員、または当社の顧客、サプライヤー、ビジネ
スパートナー、消費者などの第三者に関する競争上注意を要する情報や専有情報、個人情報、機密情報
が含まれます。

• 事前の承認なしに第三者が当社の知的財産を使用することを許容せず、また許可を得ずに他者の
知的財産を使用しない

• 自身の雇用に関連して、または会社の就業時間やリソースを使用している間に考案、発見、開発した
ことはすべて、Mastercardに速やかに開示する

• Mastercardのデバイスやシステムを、不適切な、性的に露骨な、または差別的なものなど、違法な
または不適切な目的に使用しない

• 会社での雇用終了時には、会社の財産および機密情報をすべて返却し、引き続きこうした情報を不
正な使用や開示から保護する義務を負います。

Mastercard情報資産または
情報資産とは？	

(i) Mastercardの知的財産、
(ii) 私たちが受領、所有、送信
する、非公開情報や個人を特
定できる情報、および
(iii) そのようなデータから作
成されたすべての情報（機械
学習や人工知能から得られた
洞察、分析、解決法など）を
含む、会社が所有するあらゆ
る情報を意味します。
例には以下が含まれます。
•集合データ
•匿名取引データ
•取引関係者データ
•企業業績データ
•極秘取引データ
•消費者データ
•顧客報告データ
•加盟店データ
•社員データ
•機密データ

データに関する責任の原則 
当社では、個人をあらゆるデー
タ慣行の中心に据えた個人情報
の管理に尽力しています。個人
は各自のデータの使用から利益
を得られるべきであり、また当
社がそのデータをどのように使
用しているかを理解し、その使
用を管理できることのほか、プ
ライバシーとセキュリティを享
受できるべきだと当社は考えて
います。当社では常に安全で倫
理的な、法律に準拠した、か
つ個人に有益な方法でデータ
を取り扱うことに努めていま
す。Mastercardでは、責任ある
データ管理者としての務めを継
続する上で当社独自の慣行の指
針となる7つの原則を掲げていま
す。これらの原則は、志を同じく
する組織にとって指針となるもの
と考えます。

•セキュリティとプライバシー
•透明性と管理
•説明責任
•多様性の包括
•完全性
•イノベーション
•社会的影響

詳細については、	
当社のデータに関する責任
（Data	Responsibility）の	
ウェブページをご覧ください。

すべての機密情報、情報資産、および個人情報は、当社のグローバルプ
ライバシー＆データ保護方針（Global	Privacy	and	Data	Protection	
Policy）	、企業セキュリティ方針（Corporate	Security	Policy）、データ管
理およびガバナンス方針（Data	Management	and	Governance	
Policy）、データ責任原則（Data	Responsibility	Principles）、記録管理方
針（Records	Management	Policy）、完全クリアデスク基準（Completely	
Clear	Desk	Standard）、および適用される法令に従って取り扱います。

あなたの責任

当社のブランドや評判を保護するには、以下を行う必要があります。
• 当社の記録管理方針（Records	Management	Policy）に従って、情報
の機密度と必要とされる保護レベルを決定する

• 特定のビジネスアクティビティに必要なデータのみを収集する
• データ管理およびガバナンス方針（Data	Management	and
Governance	Policy）およびデータ責任原則（Data	Responsibility
Principles）に従ってデータを収集および共有する

• 合法的なビジネスを目的とした場合にのみ個人情報にアクセスし、
グローバルプライバシー＆データ保護方針（Global	Privacy	and
Data	Protection	Policy）に概説されるプライバシー・バイ・デザイン
のアプローチに従う

• 個人情報およびその他の機密データの保存や廃棄は安全な方法で
実施する

• 個人情報の送信（リスクがある場合に備えて暗号化によって安全に
行う）は、本来の目的にのみ使用し、その機密性を保護することが
義務付けられた、許可された関係者向けのみとする

データに関する事件やセキュリティリスクの可能性がある場合は、チーフ
セキュリティオフィサーまたはセキュリティオペレーションズセンターま
で、Eメール（SOC@mastercard.com）または電話（ダイヤル方法について
はセキュリティオペレーションズセンターのウェブページを参照）にて速
やかに報告してください。
法執行機関または政府当局から受けた取引データまたは個人情報	
（グローバルプライバシー＆データ保護方針（Global	Privacy	and	Data	
Protection	Policy）に定義）の要請はすべて、政府からのデータ要請
の取り扱いに関するグローバル基準（Global	Standard	for	Handling	
Government	Data	Requests）に従う必要があります。取引データまたは
個人情報に関するその他の第三者からの要請は、グローバルプライバシ	
ーチームのメンバーによって審査および承認される必要があります。

質問や懸念事項の報告は、倫理ヘルプラインを通じて行ってください。国別のダイヤル方法については、www.mastercard.ethicspoint.comを参照してください。ウェブベースの報告を行うこともできます。 
©2025 Mastercard.All rights reserved. 

https://www.mastercard.us/en-us/vision/corp-responsibility/data-responsibility.html
https://mastercard.sharepoint.com/sites/news/aboutmc/Mastercard%20Policies/Forms/Mastercard%20Policy%20Set/docsethomepage.aspx?ID=157&FolderCTID=0x0120D52000105C7352C371134CB4C55C6358450351009375D6AD2FEB184DAD7B9D2741821DF6&List=9c0330ce-7796-4eab-848d-67d5008cf2e5&RootFolder=%2Fsites%2Fnews%2Faboutmc%2FMastercard%20Policies%2FRecords%20Management%20Policy&RecSrc=%2Fsites%2Fnews%2Faboutmc%2FMastercard%20Policies%2FRecords%20Management%20Policy
http://mccentral.mastercard.com/tr/policies/MCPolicies/Forms/Document Set/docsethomepage.aspx?ID=100&FolderCTID=0x0120D520001700DA53BCA4F34E98EF980307FCD8E9&List=8c20854f-a59e-467c-9c56-e4455db6e90c&RootFolder=%2Ftr%2Fpolicies%2FMCPolicies%2FInformation%20Security%20Policy
https://mastercard.sharepoint.com/sites/info_pdp/Shared%20Documents/Forms/AllItems.aspx?id=%2Fsites%2Finfo%5Fpdp%2FShared%20Documents%2FStandard%20for%20Responding%20to%20Global%20Government%20Data%20Requests%20v%2E1%20FINAL%2Epdf&parent=%2Fsites%2Finfo%5Fpdp%2FShared%20Documents
https://mastercard.sharepoint.com/sites/info_pdp/Shared%20Documents/Forms/AllItems.aspx?id=%2Fsites%2Finfo%5Fpdp%2FShared%20Documents%2FStandard%20for%20Responding%20to%20Global%20Government%20Data%20Requests%20v%2E1%20FINAL%2Epdf&parent=%2Fsites%2Finfo%5Fpdp%2FShared%20Documents


行動規範

ひとつの声で 
メッセージを 
伝えること

Mastercardがビジネス全体を通して一貫性を持ち、当社の評判とブランド
守るためには、「ひとつの声」でコミュニケーションを図ることが重要です。
当社の方針
一貫性がある正確な情報を社外の人たちに伝えることは、当社の評判にとって大変重要であり、規制義務や 
法的義務を果たすために必要です。マスコミやソーシャルメディアに対し、または外部イベント、会議、業界トレ 
ードショー、フォーラムなどでMastercardを代表して発言することができるのは、Mastercardの許可された人
のみです。

あなたの責任

企業コミュニケーション方針（Corporate Communications Policy）を理解し、これに従ってください。 

マスコミまたは業界アナリストからの質問には答えないでください。関連のある電話やEメールは、企業コミュニ
ケーションチームまたは地域のコミュニニケーションチームに転送してください。これには、Mastercardの公式な
立場と、特定のトピックに関する「業界の専門家」としての接触が含まれます。

Mastercardの代表として報道陣に積極的に接触を図ってはいけません。個人的なコンテンツでMastercard
に言及する可能性がある場合は、事前審査のためコーポレートコミュニケーションまでご連絡ください。

金融業界からの問い合わせに対するすべての接触および回答は、インベスターリレーションズに回してくださ
い。

ソーシャルメディアは、当社のソーシャルメディア方針（Social	Media	Policy）に従って、責任、敬意、透明性をも	
って使用してください。• Mastercardで得た機密情報を暴露しないこと
• 個人的立場でMastercardのプログラムについて発言したり、Mastercardの製品やサービスを勧めたりする
場合は、あなたが社員であることを明らかにすること

インサイダー取引 Mastercardの社員は重要な非公開情報を開示したり、 
それに基づいた取引を行ったりしてはいけません。

当社の方針
重要な非公開情報の悪用は当社の方針に対する違反行為であり、法律違反の可能性もあります。

あなたの責任
MastercardまたはMastercardに関与する他社についての重要な非公開情報を所有している場合、それら
の株式を取引することは禁じられています。この禁止は、世界中のすべての社員のほか、すべてのコンサル
タント、派遣労働者、および当社の取締役会メンバーを対象とし、Mastercard株式の売買、オプション取
引、あるいは株式の売却を含むすべてのMastercard証券の取引に適用されます。

重要な未公開情報の開示は、Mastercardやあなたにとって重大な影響をもたらすことがあります。従って、
このようなタイプの情報は、家族や友人を含む、社外の人には開示するべきではありません。そのような情
報に関する「ヒント」を与えて、その人が取引できるようにすることも同様です。Mastercard社内でのみ、か
つ必要な場合に限り開示してください。

Mastercardへの長期的投資に合致しない取引活動、もしくはMastercard株式の市場価格下落のリスクを
分散させるまたは相殺するような活動を行わないでください。

質問してください。不明な点がある場合は、当社のインサイダー取引方針（Insider Trading Policy）および
インサイダー取引に対する手続き（Insider Trading Procedures）を参照するか、事務部長または法務部
の他の証券カウンセルまでご連絡ください。

一部の社員は、取引期間や必須の事前承認など、当社のインサイダー取引方針
（Insider	Trading	Policy）に規定されている特定の取引制限の対象となる場合があり
ます。

「重要な非公開情報」とは？	
(a)情報がまだ公に広まってい
ない場合、および(b)特定株式
の売買にあたって、合理的な
投資家が決定に際して考慮す
る情報である場合に、情報は
重要な非公開情報であると見
なされます。

Mastercardは、重要な非公開
情報を持つ社員によるすべて
の取引の禁止を決定する場合
が時折あります。	
詳細については、インサイダ	ー
取引方針（Insider	Trading	
Policy）およびインサイダー取
引に対する手続き（Insider	
Trading	Procedures）を参照
してください。

質問や懸念事項の報告は、倫理ヘルプラインを通じて行ってください。国別のダイヤル方法については、www.mastercard.ethicspoint.comを参照してください。ウェブベースの報告を行うこともできます。 
©2025 Mastercard.All rights reserved. 
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行動規範

結論
誠実さはあなたから始まります。 

倫理的で適切なことについて、難しい決断を下さなければならない時があるかもしれません。本規範およびその他の企業 
方針は、あなたを導くためにあります。これらのリソースがあなたの質問への直接の回答になっていない場合は、その問題に
関連する本規範およびその他の企業方針の精神および説明を考慮して行動するようにしてください。

自らの判断で決めます。自分に問いかけてみましょう：

まだ確信がない場合は、マネージャー、チーフコンプライアンスオフィサー、グローバル倫理＆コンプライアンスチームの 
メンバー、ゼネラルカウンセル、法務部の弁護士、従業員関係、もしくはピープルビジネスパートナーに相談してください。

自分の決断は法律、本規定、 
その他のMastercardの方針 
に従っているか？

自分の決断は、Mastercard
の社内の人たち、および社外
の人たちの目にどう映るか？

この決断について
責任を負う覚悟が
あるか？

リソース ご質問がある場合グローバル
倫理＆コンプライアンスチーム
が行動規範についての質問に
お答えします。また、規範違反
の可能性に関する懸念事項に
ついてもご相談ください。詳細
または主な連絡先については
コンプライアンスコーナーの 
ウェブページをご覧ください。

ためらわずに発言してくださ
い。法律、本行動規範、または
その他の企業方針に対する違
反が疑われる場合、またはその
可能性がある場合は以下の担
当者に報告してください。
• あなたの上司
• チーフコンプライアンス

オフィサー
• 地域コンプライアンス

リーダー
• グローバル倫理＆コンプラ

イアンスチームのメンバー
• ゼネラルカウンセル
• 法務部の弁護士

• 従業員関係
• あなたのピープルビジネス

パートナー
• 匿名で報告できる倫理

ヘルプライン（法律で認め
られている場合）*。www.
Mastercard.ethicspoint.
com では、国別のダイヤル
方法に簡単にアクセスした
り、ウェブベースのレポート
ツールを通じて報告したり
することも可能

*現地のプライバシー保護法やデータ保
護法により、倫理ヘルプラインの利用に
制限が課せられることがあります。
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